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(株)LIXIL 井須紀文

１．活動内容

1) NEDO：太陽熱エネルギー活用型住宅の技術開発
H19～H23 年度に賢材研メンバー（JFCC、積水化成品工業、ルネッサンスエナジーイン
ベストメント、長岡技術科学大、名古屋工業大、LIXIL（旧・INAX)で行っていた「マルチ
セラミックス膜新断熱材料の開発」の成果を元にして、NEDO「太陽熱エネルギー活用型住
宅の技術開発」における研究項目「高性能断熱材の開発」の助成事業に採択されました。機

関は H24/6月～H25/12月で、今回は LIXIL単独ですが、ナノ多孔質粒子を用いた真空断熱
材の製造技術および長期耐久性評価の研究開発を進めて行きます。

2) 防汚抗菌技術：放射光を用いた解析
次世代型の抗菌表面技術の開発を目的として、放射光を用いて抗菌メカニズム解析を継続

中です。低濃度かつ複雑系で解析が困難であった釉薬中の銀の存在状態の XAFS測定を行っ
ています。測定はほぼ終了しましたが、構造がしっかりした銀ケイ酸塩が無いため、最後の

構造モデルの妥当性の検証に苦戦しています。最終的にはシミュレーションに頼る必要性が

あると考えています。さらに、抗菌メカニズムの測定についても模索中です。

3) 酸化チタンナノコンポジット
弘前大学と共同で 1000℃高温下でも熱的に安定なアナターゼ型酸化チタンナノコンポジ
ットの研究開発を行いました。安定化メカニズムと応用について検討を続けています。

Photon Factoryで放射光を用いた XAFS分析をまずは Fから開始しました。

4) 愛知県：超早期診断プロジェクト
愛知県が 2005年開催の愛・地球博跡地に、次世代モノづくり技術の創造・発信拠点である
「知の拠点あいち」を設立しました。そこで行われている県の重点研究プロジェクト事業

（H23 年から 5 年間の予定）の一つである「超早期診断技術開発プロジェクト」に参画し、
低侵襲で継続的に計測するための高感度な計測技術の開発に取り組んでいます。
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